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社会福祉法人 那覇市社会福祉協議会

平成28年（2016）

【情報の見方】
①活動内容  ②日時  ③場所  ④駐車場  ⑤人数  ⑥条件  ⑦備考☎098-857-7766

☎098-857-7766

ボランティアに希望する方は、ボラン
ティアセンターまでご連絡ください。

※順不動ボランティアBOX取組団体（6月受付団体）
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NPO法人 ハンディサポートふれんど

大晋建設株式会社

那覇市役所こどもみらい部こどもみらい課

那覇市自治会長会連合会

さくら保育園

沖縄県立看護大学

芸能ボランティア募集

デイサービス小禄より三味線や琉球舞踊、書道や絵画が得意なボラン
ティアの依頼がありました。利用者と一緒に歌ったり踊ったり、書や絵
葉書のレクチャーなどしていただけるボランティアを募集しています。

那覇市ボランティア・市民活動センターでは、
書き損じハガキや使用済み切手等を換金し紙
おむつ券に換え、在宅で生活している障がい
者へプレゼントしています。ご家庭や職場に
書き損じハガキや使用済み切手等がありまし
たら是非ご協力お願いします。企業へは収集
物を集めるボランティアBOXの設置も行って
おります。

①三味線演奏・琉球舞踊等の披露会、書道・絵画（絵葉書）等のレクチャー
②月～土（公休日含む）14：00～15：00
③小禄病院7階　デイサービス小禄　④2～3台程度用意
⑤最大5～6名程度　⑥レクチャーは週一、披露会は月一を希望
⑦1日利用定員35名の介護事業所です。

那覇市ボランティア・市民活動センター

FAX.098-857-6052

〒901-0155  那覇市金城3丁目5番地の4
（那覇市総合福祉センター内）

naha-vc@nahashakyo.orgE-mail
お気軽に
お問い合わせ
ください。

インフォメーション

KBC学園ビューティモードカレッジ専修学校
福祉教育・体験実施
　平成28年6月8日（水）、日ごろ美容技術を磨いている学生およそ220名が、全

17施設のデイサービスや老人ホームへ福祉体験に行ってきました！

　「内面の美しさを磨く」事を大切にしていると話す学校職員と、積極的に施設

利用者方とふれあう学生たちは、活気があり、高齢者方の表情もにこやかでした。

　また、施設関係者方々も今回の体験実施において快く協力いただき、大変感

謝を致しております。

　那覇市ボランティア・市民活動センターでは、書き損じハガキや使用済み切手を集める

「収集ボランティア」を推進しています。これらを換金して紙オムツ券に替え、在宅の障が

いを持つ方へプレゼントをしています。年齢を問わずに誰でも活動できますので、ぜひご協

力とご提供をお願い致します。回収については、各公共機関や施設、那覇市役所本庁舎及

び各支所、イオン那覇店、沖縄都市モノレール駅に「ボランティアBOX」を設置しているの

で、そこに投かんしていただくか那覇市ボランティア・市民活動センターへ直接お持ちくだ

さい。

ボランティア募集ボランティア募集

infomation

傾聴ボランティア募集

首里地区内での声掛け・見守り・傾聴などをし
てくれるボランティアさんを募集しています。

①主に傾聴　③本人宅（もしくは最寄の場所）　⑤複数名　⑥ボ
ランティアは50～70代女性を希望　⑦対象者さんは70代女性で
す。外出がままならないため、外部との交流が少く、お話相手を探
しています。

QRコードから 那覇市社会福祉協議会の情報を 　　　 　お知らせ!
いち早く

　広域化した地域間の情報格差是正のためには、時間的・空間的な制約を受けないインターネット等を利用し
た那覇市社会福祉協議会（以降＝那覇市社協）の情報化は必要不可欠なものとなっていると考えています。
 個人情報保護をはじめとするセキュリティ面やウェブアクセシビリティ（心身の機能に制約がある人でもホーム
ページに掲載している情報を利用できること）スマートフォン版ホームページの構築等、今後の更なる市民福祉
サービスの高度化及び地域格差のないサービスを提供する必要があることから拡張性・将来性・安定性の確
保、市民の福祉サービスの向上等を基本理念に「那覇市社協ホームページ」は、進化しつづけます。ご支援、ご協
力、ご鞭撻をよろしくお願いします。

スマートフォン（iPhone / Android）からは
QRコードの読み取りからも接続できます。

info@nahasyakyo.org 

http://www.nahasyakyo.org

e-mail

URL

と　　　　　　で那覇市社会福祉協議会の『今』を知る。

 収集ボランティア活動（ボランティア BOX）

《協力施設団体》
・デイサービスセンター夢
・花のさんぴん
・サンサン丸
・社会福祉法人 沖縄偕生会
・医療法人 禄寿会
・開南ハピヒルズ
・株式会社琉球の街　真嘉比
・通所介護事業所ゆくいば
・デイサービスセンター若狭海岸
・デイサービスあしびなー
・しいしゆうゆう
・ぶどう乃会

書き損じハガキ＆
古切手の協力お願い

①　使用済み切手（切手ははがさず、1cm枠をとる）
②　書き損じハガキ・未使用ハガキ
③　プリペイドカード（主に交通カード、テレカ）

集めているもの
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　地域における支援を必要とする人々の生活圏において、制度
の狭間にある要援護者等の見守り・発見、相談から必要なサー
ビスへのつなぎなど等、セーフティネット機能の体制づくり、福
祉関係機関や地域住民参画への福祉のまちづくりコーディネー
トを行います。

この広報誌は、共同募金の配分並びに皆様からの社協会員費により作成されています。 社会福祉法人 那覇市社会福祉協議会

識名団地自治会　地域見守り隊（認証第24号）結成式

石嶺中学校福祉体験学習のお手伝いを行ないました！

平成28年熊本地震
大津町災害ボランティアセンターの運営支援

　去る6月6日、識名団地自治会（仲田正一自治会長）
において『地域見守り隊』（認証第24号）の結成式が行
なわれました。
　『地域見守り隊』とは、地域で孤立したり引きこもり
にならないよう、地域に住む住民同士の声かけ活動や
訪問による安否確認、居場所づくりを行なうものです。
　識名団地自治会は、字識名の戸建ての自治会で、自
治会加入率は100％！毎朝団地内の公園でラジオ体操
（3年間毎日実施！！）を行なったり、ふれあい・いき
いきサロン「フレンズおおぞら」ではグラウンドゴルフや健康体操など月3回の活動を行なったりと、
すでに会員の「居場所」や「生きがいづくり」、介護予防につながる活動を行なっています。
　今回、『地域見守り隊』を結成するにあたって、見守りを希望する世帯へ毎月見守り訪問ティッシュ
配付安否確認事業を活用しながら、訪問活動を行なう予定です。
　地域のつながりがより一層深まるような活動になるよう、私たち社会福祉協議会もサポートしてま
いります。

　6月3日と17日に石嶺小学校区まちづくり協議会福祉部会のメンバーと那覇市社会福祉協議会で、
石嶺中学校1年生の福祉体験学習のお手伝い。
　『高齢者や障がいのある方の立場になって体験することで、
日常生活の困難さや気持ちを知り思いやりの心を育む』を趣旨
とし実施されている総合学習で、石嶺小学校区まちづくり協議
会福祉部会と那覇市社会福祉協議会で毎年協力しています。
　慣れない高齢者疑似体験や車椅子体験に真剣な表情で取り
組みながらも、友だち同士ワイワイと楽しそうに体験していま
した。

　平成28年4月14日・16日に熊本地方を
震源とした最大震度7の熊本地震が発生
しました。熊本・大分両県では、地震に
よって49名の方が亡くなり、また、多くの
家屋等が倒壊・損壊する多大な被害を受
けました。
　地震に伴い、熊本県では17市町村に各
市町村社会福祉協議会を中心とした災害
ボランティアセンター（以下、災害VC）が
設置されました。災害VCは、被災された
方からの依頼を受け、ボランティアへ紹介
し活動を行ってもらう調整役を担っていま
す。今回、沖縄県社会福祉協議会から災害VC運営協力の職員派遣要請を請け、5月10日～14日の5
日間、本会から2名の職員が熊本県大津町へ災害VCの運営支援を行ってきました。
　震災から1ヶ月が経過してもなお、避難所生活や車中泊生活をされている方も多くいました。また、
災害VCへの依頼には「落下した瓦やブロックの片付け・搬出」、「破損した家財道具を処分場へ搬
出してほしい」といった内容が多くありました。依頼に対し、当初は地元住民のみをボランティアとし
て受け入れていましたが、日に日に増す依頼に対して地元住民のみでは対応できず、九州管内からも
ボランティアを受け入れ、依頼に対応していました。なかには、福岡県から土木関係の方々が、仕事
の合間に片道2時間以上かけほぼ毎日ボランティアに参加してくださいました。
　私たちが活動した5日間で延べ249名のボランティアを受け入れ、66件のニーズを完了することが

できましたが、未だ多くの依頼が寄せられ、
現在も災害VCが活動しています。今後、災
害VCは閉所へ移行し、生活復興センター
として生活再建支援へと運営趣旨を切り
替えて活動していく方針です。
　今回のような大きな震災が起きた時に
は、皆様から毎年寄せられた『赤い羽根
共同募金』の災害時準備金が災害VCの運
営費等に活用され、災害時にいち早く対
応できる仕組みとなっています。今後も海
を隔てた沖縄県からでもできる支援を考
え、サポートしていきたいと思います。

地区担当
コーディネ

ーター
地域をつなぐ

とは?
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　那覇市ボランティア・市民活動センターでは、書き損じハガキや使用済み切手を集める

「収集ボランティア」を推進しています。これらを換金して紙オムツ券に替え、在宅の障が

いを持つ方へプレゼントをしています。年齢を問わずに誰でも活動できますので、ぜひご協

力とご提供をお願い致します。回収については、各公共機関や施設、那覇市役所本庁舎及

び各支所、イオン那覇店、沖縄都市モノレール駅に「ボランティアBOX」を設置しているの

で、そこに投かんしていただくか那覇市ボランティア・市民活動センターへ直接お持ちくだ

さい。

ボランティア募集ボランティア募集

infomation

傾聴ボランティア募集

首里地区内での声掛け・見守り・傾聴などをし
てくれるボランティアさんを募集しています。

①主に傾聴　③本人宅（もしくは最寄の場所）　⑤複数名　⑥ボ
ランティアは50～70代女性を希望　⑦対象者さんは70代女性で
す。外出がままならないため、外部との交流が少く、お話相手を探
しています。

QRコードから 那覇市社会福祉協議会の情報を 　　　 　お知らせ!
いち早く

　広域化した地域間の情報格差是正のためには、時間的・空間的な制約を受けないインターネット等を利用し
た那覇市社会福祉協議会（以降＝那覇市社協）の情報化は必要不可欠なものとなっていると考えています。
 個人情報保護をはじめとするセキュリティ面やウェブアクセシビリティ（心身の機能に制約がある人でもホーム
ページに掲載している情報を利用できること）スマートフォン版ホームページの構築等、今後の更なる市民福祉
サービスの高度化及び地域格差のないサービスを提供する必要があることから拡張性・将来性・安定性の確
保、市民の福祉サービスの向上等を基本理念に「那覇市社協ホームページ」は、進化しつづけます。ご支援、ご協
力、ご鞭撻をよろしくお願いします。

スマートフォン（iPhone / Android）からは
QRコードの読み取りからも接続できます。

info@nahasyakyo.org 

http://www.nahasyakyo.org

e-mail

URL

と　　　　　　で那覇市社会福祉協議会の『今』を知る。

 収集ボランティア活動（ボランティア BOX）

《協力施設団体》
・デイサービスセンター夢
・花のさんぴん
・サンサン丸
・社会福祉法人 沖縄偕生会
・医療法人 禄寿会
・開南ハピヒルズ
・株式会社琉球の街　真嘉比
・通所介護事業所ゆくいば
・デイサービスセンター若狭海岸
・デイサービスあしびなー
・しいしゆうゆう
・ぶどう乃会

書き損じハガキ＆
古切手の協力お願い

①　使用済み切手（切手ははがさず、1cm枠をとる）
②　書き損じハガキ・未使用ハガキ
③　プリペイドカード（主に交通カード、テレカ）

集めているもの


